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2016年10～12月期の業況について
前年同期（15年10～12月期）と比べると
【全国】

良かった
24.3％

さほど
良くなかった
37.5％

悪かった
38.2％

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【全国】

さほど
良くならない
46.8％

悪くなる
36.4％

良くなる
16.9％

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【東北】

さほど
良くならない
41.2％
（41.2％）

悪くなる
47.1％

（47.1％）

良くなる良くなる
11.8％11.8％
（11.8％）（11.8％）

良くなる
11.8％
（11.8％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【近畿】

悪くなる
33.3％

（23.5％）

さほど
良くならない
44.4％
（29.4％）

良くなる
22.2％
（47.1％）

※カッコ内は
10～12月期実績

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【関東一区】

さほど
良くならない
66.7％
（40.0％）

悪くなる
13.3％

（26.7％）

良くなる
20.0％
（33.3％）

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【中国】

悪くなる
60.0％

（40.0％）

良くなる良くなる
13.3％13.3％
（13.3％）（13.3％）

良くなる
13.3％
（13.3％）

さほど
良くならない
26.7％
（46.7％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【関東二区】

さほど
良くならない
52.6％
（26.3％）

悪くなる
36.8％

（47.4％）

良くなる良くなる
10.5％10.5％
（26.3％）（26.3％）

良くなる
10.5％
（26.3％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【四国】

さほど
良くならない
53.8％
（38.5％）

悪くなる
30.8％

（23.1％）

良くなる
15.4％
（38.5％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【北陸】

悪くなる
53.8％

（46.2％）

さほど
良くならない
30.8％
（38.5％）

良くなる
15.4％
（15.4％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【東海】

さほど
良くならない
52.9％
（52.9％）

悪くなる
23.5％

（35.3％）

良くなる
23.5％
（11.8％）

※カッコ内は
10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【北海道】

悪くなる
25.0％

（28.6％）

良くなる
25.0％
（28.6％）

さほど
良くならない
50.0％
（42.9％）※カッコ内は

10～12月期実績

2017年1～3月期の業況見通し
前年同期（16年1～3月期）と比べると

【九州】

さほど
良くならない
47.4％
（26.3％）

悪くなる
36.8％

（52.6％）

良くなる
15.8％
（21.1％）

※カッコ内は
10～12月期実績
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減
る
た
め
、北
陸
や
中
国

も
マ
イ
ナ
ス
幅
が
広
が

る
。

転
落
し
、基
準
で「
普
通
」

か
ら「
や
や
悪
い
」に
ラ
ン

ク
ダ
ウ
ン
す
る
。出
荷
が

プ
ラ
ス
圏
に
浮
上
。近
畿

も
２
期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
。

逆
に「
悪
い
」が
東
北
、

九
州
。東
北
で
は
震
災
復

興
が
盛
期
を
越
え
、一
部

の
地
域
で
売
価
が
低
下
し

て
い
る
。

１
～
３
月
期
見
通
し

全
国
の
業
況
見
通
し
Ｄ

Ｉ
は
▲
１９
・
５
。地
区
別
で

は
、関
東
一
区
は
プ
ラ
ス

を
維
持
し
、東
海
は
マ
イ

ナ
ス
圏
か
ら
ゼ
ロ
に
改
善

す
る
。北
海
道
も
２
期
連

続
で
ゼ
ロ
と
な
る
。一
方

で
四
国
は
マ
イ
ナ
ス
圏
に

３
月
期
の
業
況
見
通
し
Ｄ

Ｉ
も
ぎ
り
ぎ
り
▲
１０
台
を

維
持
す
る
。地
域
に
よ
っ

て
状
況
は
異
な
る
が
、生

コ
ン
業
況
は
総
じ
て
緩
や

か
に
改
善
し
て
い
る
と
い

え
そ
う
だ
。

１０
～
１０

１２
月
期

本
紙
基
準
で
は
全
国
の

業
況
Ｄ
Ｉ
は
３
期
連
続
で

「
や
や
悪
い
」。

地
区
別
で
見
る
と
、プ

ラ
ス
は
関
東
一
区
、近
畿
、

四
国
の
３
地
区
。出
荷
増

が
主
因
で
、四
国
は
４
期

連
続
。関
東
一
区
は
８
期

ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
圏
か
ら

に
よ
る
と
、２
０
１
６
年

１０
～
１０

１２
月
期
の
全
国
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
▲（
マ
イ
ナ
ス
）

１３
・
９
で
、

１３

１１
期
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
。た
だ
、マ

イ
ナ
ス
幅
は
期
を
追
う
ご

と
に
縮
ま
っ
て
お
り
、▲

１０
台
は

１０

１４
年

１０

１４

１０
～

１０

１４

１０

１２
月
以

来
、８
期
ぶ
り
。１７
年
１
～

コ
ン
ク
リ
ー
ト
新
聞
が

全
国
の
生
コ
ン
会
社（
本

紙
購
読
者
）の
経
営
者
・
経

営
幹
部
を
対
象
に
実
施
し

た
生
コ
ン
業
況
定
期
調
査

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｄ
Ｉ
基
準
／
Ｄ
Ｉ
（
デ
ィ

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
）
は
良
い
割
合
か
ら
悪
い
値

を
引
い
た
値
。
本
紙
Ｄ
Ｉ
基
準

は
、
１０
～
▲
（
マ
イ
ナ
ス
）

１０

１０

が
「
普
通
」、
１１
～
１１

３０
が
「
や
や

良
い
」、
３１
以
上
が
「
良
い
」、

▲
１１
～
▲

１１

３０
が
「
や
や
悪
い
」、

▲
３１
以
上
が
「
悪
い
」

斉
藤
教
授
は
Ｒ
Ｃ
造
建

築
の
被
害
に
つ
い
て
解

説
。
１
階
が
ピ
ロ
テ
ィ
構

造
に
な
っ
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
が
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
触
れ
、
阪
神
淡
路

大
震
災
後
の
耐
震
補
強
が

進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
被

害
に
つ
な
が
っ
た
と
指

摘
。
今
後
の
Ｒ
Ｃ
造
建
築

の
対
策
と
し
て
、
耐
震
、

免
震
、
制
震
の
３
構
造
の

原
理
を
解
説
し
た
う
え

で
、「
建
物
の
性
能
を
正
し

く
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
」
と
ま
と
め
た
。

そ
の
ほ
か
、
国
や
自
治

体
の
巨
大
地
震
対
策
や
大

学
、
民
間
企
業
の
取
り
組

み
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
た
。

れ
、
そ
の
原
因
は
２
０
０

０
年
の
基
準
改
定
で
盛
り

込
ま
れ
た
「
柱
や
筋
交
い

な
ど
の
部
材
接
合
部
の
強

化
が
実
施
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
」
と
し
た
。

被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、

壁
量
の
確
保
と
基
準
を
遵

守
し
た
接
合
部
の
強
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
し

た
。

震
災
対
策
技
術
展
横
浜

実
行
委
員
会
は
２
、
３
の

両
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
自
然
災
害
対
策
技
術
展

を
開
い
た
。「
こ
こ
ま
で
来

た
、
災
害
へ
の
『
備
え
』

と
『
対
応
』
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」を
テ
ー
マ
に
防
災
・

減
災
関
連
の
技
術
や
設
備

機
器
の
展
示
会
の
ほ
か
、

自
然
災
害
対
策
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

２
日
に
は
、
日
本
建
築

学
会
災
害
委
員
会
が
昨
年

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
で
の
教
訓
を
学
ぶ
ね
ら

い
で
、「
２
０
１
６
年
熊
本

地
震
か
ら
首
都
圏
の
住
民

が
学
ぶ
こ
と
―
建
築
構
造

の
専
門
家
と
市
民
と
の
対

話
―
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
熊

本
地
震
で
の
木
造
及
び
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築

の
被
害
や
今
後
取
る
べ
き

対
応
に
つ
い
て
、
工
学
院

大
学
の
河
合
直
人
教
授
、

豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
斉

藤
大
樹
教
授
が
講
演
し

た
。河

合
教
授
は
木
造
建
築

の
被
害
に
つ
い
て
解
説
。

新
耐
震
基
準
後
の
建
物
に

も
被
害
が
出
た
こ
と
に
触

熊
本
地
震
か
ら
教
訓

災
害
対
策
技
術
を
展
示

震災対策技術展

エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
は

１
月
２７
日
、
パ
タ
ー
ン

マ
ッ
ト
を
押
し
当
て
て
床

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
床
材

「
デ
ザ
イ
ン
ク
リ
ー
ト
」

に
新
色
を
追
加
し
た
と
発

表
し
た
。
天
然
素
材
の
風

合
い
を
一
層
リ
ア
ル
に
表

現
す
る
た
め
、
新
た
に

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
を
ベ
ー
ス

に
し
た
９
色
を
追
加
し

た
。
同
製
品
は
打
設
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
着
色

し
、
硬
化
前
に
パ
タ
ー
ン

マ
ッ
ト
を
押
し
当
て
る
こ

と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

面
に
石
畳
や
木
目
な
ど
の

立
体
模
様
を
表
現
で
き
る
。

材
工
設
計
価
格
は
１
０

０
愛
以
上
で
１
愛
当
た
り

９
１
５
０
円
。

床
材
に
新
色
追
加

エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会

戸
。首
都
圏
は
東
京
が
３
・

２
％
減
だ
っ
た
が
、
神
奈

川
と
埼
玉
が
２
ケ
タ
増
。

近
畿
は
大
阪
が
５
・
１
％

増
だ
っ
た
が
京
都
、
兵
庫

な
ど
が
落
ち
込
ん
だ
。

の
１
億
３
２
９
６
万
愛

で
、３
年
ぶ
り
に
増
え
た
。

民
間
建
築
主
の
う
ち
、

居
住
用
は
４
・
０
％
増
の

８
０
０
７
万
愛
、
非
居
住

用
は
０
・
９
％
増
の
４
４

８
０
万
愛
で
そ
れ
ぞ
れ
３

年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。
非
居
住
用
の
う
ち
主

な
使
途
別
で
は
、
事
務
所

が
８
・
５
％
減
の
５
１
４

万
７
千
愛
、
工
場
が
９
・

０
％
減
の
７
９
８
万
３
千

愛
と
そ
れ
ぞ
れ
前
年
の
プ

ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
た
。
店
舗
も
０
・
７
％

減
の
６
０
１
万
９
千
愛
と

３
年
連
続
で
減
少
し
た

が
、
倉
庫
は
９
・
３
％
増

の
８
６
９
万
３
千
愛
と
６

年
連
続
で
増
加
し
た
。

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

前
年
比
６
・
４
％
増
の
９６

万
７
２
３
７
戸
で
、
２
年

連
続
増
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
マ
ン
シ
ョ
ン
は
０
・

９
％
減
の
１１
万
４
５
７
０

国
土
交
通
省
が
１
月
３１

日
発
表
し
た
２
０
１
６
年

の
建
築
着
工
統
計
調
査
報

告
に
よ
る
と
、
着
工
床
面

積
は
前
年
比
２
・
７
％
増

倉
庫
は
６
年
連
続
増

１６
年
マ
ン
シ
ョ
ン
は
微
減

建築着工

１
月
３０
日
に
公
表
し
た
受

注
調
査
（
法
人
会
員
９７
社

が
対
象
）
に
よ
る
と
、
２

０
１
６
年
の
国
内
受
注
高

は
前
年
比
４
・
４
％
増
の

１５
兆
４
７
２
億
円
だ
っ

た
。
民
間
受
注
は
３
・
０

％
増
の
１０
兆
３
４
５
２
億

円
だ
っ
た
。
製
造
業
受
注

が
１３
・
６
％
減
の
１
兆
５

６
７
７
億
円
と
落
ち
込
ん

だ
も
の
の
、
非
製
造
業
受

注
は
６
・
６
％
増
の
８
兆

７
７
７
５
億
円
と
プ
ラ
ス

だ
っ
た
。公
共
受
注
は
７
・

９
％
増
の
４
兆
６
７
６
３

億
円
で
、
国
の
機
関
、
地

方
の
機
関
と
も
そ
れ
ぞ
れ

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

は
４
・
１
％
増
の
１４
兆
６

９
９
１
億
円
で
、
７
年
連

続
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
こ

の
う
ち
国
内
公
共
工
事
は

９
・
１
％
増
の
３
兆
８
８

９
２
億
円
と
な
り
、
昨
年

の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
増
加
に

転
じ
た
。国
の
機
関
は
９
・

０
％
増
、
地
方
の
機
関
は

９
・
５
％
増
だ
っ
た
。
倉

庫
・
流
通
施
設
の
工
事
は

減
少
し
た
が
、
治
山
・
治

水
、
港
湾
・
空
港
は
堅
調

に
推
移
。
市
区
町
村
の
事

務
所
・
庁
舎
、
医
療
・
福

祉
施
設
、
教
育
・
研
究
・

文
化
施
設
な
ど
も
増
加
し

た
。民

間
工
事
は
３
・
６
％

増
の
９
兆
９
５
４
２
億
円

と
、
２
年
連
続
で
増
加
し

た
。
製
造
業
は
１１
・
２
％

減
の
１
兆
７
６
１
９
億
円

で
３
年
ぶ
り
の
減
少
。
非

製
造
業
は
７
・
５
％
増
の

８
兆
１
９
２
３
億
円
で
２

年
連
続
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

日
本
建
設
業
連
合
会
が

国
土
交
通
省
が
１
月
３１

日
公
表
し
た
建
設
工
事
受

注
動
態
統
計
調
査
報
告

（
速
報
）
に
よ
る
と
、
２

０
１
６
年
の
受
注
高
は
前

年
比
５
・
７
％
増
の
８６
兆

３
９
８
０
億
円
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
元
請
受
注
高
は

４
・
６
％
増
の
５８
兆
２
３

７
０
億
円
、
下
請
け
受
注

高
は
８
・
０
％
増
の
２８
兆

１
６
２
０
億
円
だ
っ
た
。

元
請
受
注
高
の
う
ち
、
公

共
機
関
か
ら
の
受
注
は

３
・
４
％
増
の
１６
兆
３
７

５
０
億
円
、
民
間
等
か
ら

は
５
・
０
％
増
の
４１
兆
８

６
３
０
億
円
。
公
共
受
注

は
前
年
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
民
間

は
２
年
連
続
の
増
加
だ
っ

た
。同

日
公
表
し
た
大
手
５０

社
の
建
設
工
事
受
注
総
額

公
共
が
プ
ラ
ス
転
換

１６
年

民
間
は
２
年
連
続
増

建設動向

１８
・
１８
２０
）と
な
っ
た
。組
合

員
各
社
は
設
備
を
更
新
し

て
い
る
。協
組
に
よ
る
と

直
近
２
年
間
で
２
工
場
が

プ
ラ
ン
ト
を
更
新
し
た
。

操
作
盤
や
ミ
キ
サ
車
の
入

れ
替
え
も
進
む
。現
在
も

複
数
社
が
プ
ラ
ン
ト
更
新

を
含
め
た
設
備
更
新
を
計

画
し
て
い
る
と
い
う
。北

陸
新
幹
線
の
延
伸
特
需
が

あ
る
石
川
や
福
井
で
も
更

新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
各

社
は
今
後
も
老
朽
化
し
て

い
る
工
場
の
更
新
需
要
が

続
く
と
み
て
い
る
。

ポ
ン
プ
車
は
２
割
減

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ

車
の
１６
年
出
荷
台
数
は

１６

８１

台
減（
２０
・
０
％
減
）の
３

２
５
台
だ
っ
た
。１０
～
１０

１２

月
期
の
出
荷
が
半
減
の
４３

台
だ
っ
た
こ
と
が
響
い

た
。

が
改
善
し
た
エ
リ
ア
や
特

需
の
あ
る
地
域
で
更
新
が

進
む
。市
況
改
善
の
事
例

で
は
、か
つ
て
国
内
最
安

値
だ
っ
た
大
分
は
１２
年
に

設
立
さ
れ
た
大
分
中
央
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

（
１４
社
１４

１５
工
場
）の
共
販
開

始
に
よ
っ
て
、市
況
は
１３

年
に
１
万
８
０
０
円（
１８
・

で
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
た
設

備
投
資
が
１４

年
ご
ろ
か
ら

活
発
化
し
始

め
た
。首
都

圏
以
外
の
大

都
市
圏
で
も

再
開
発
に
合

わ
せ
て
設
備

更
新
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、需
要
減
で
設
備

更
新
が
滞
っ
て
い
た
地
方

で
も
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
需
要
が
出
始
め
て

い
る
。特
に
生
コ
ン
市
況

で
状
況
が
一
変
。千
葉
県

か
ら
青
森
県
の
太
平
洋
側

で
被
災
し
た
プ
ラ
ン
ト
の

復
旧
需
要
の
ほ
か
、復
興

プ
ラ
ン
ト
や
新
設
工
場
も

あ
っ
た
。そ
の
後
、首
都
圏

コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
機

器
の
出
荷
が
高
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。日
本
建
設

機
械
工
業
会（
辻
本
雄
一

会
長
）が
ま
と
め
た
建
設

機
械
出
荷
金
額
統
計
に
よ

る
と
、２
０
１
６
年
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
機
械
の
国
内

出
荷
金
額（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
プ
ラ
ン
ト
や
ポ
ン
プ

車
、関
連
機
器
な
ど
が
対

象
）は
前
年
比
８
・
０
％
減

の
２
８
５
億
円
と
な
っ

た
。７
年
ぶ
り
の
減
少
だ

が
、２
０
０
億
円
台
後
半

と
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
機

械
の
出
荷
金
額
は
０９
年
の

１
２
８
億
円
を
底
に
増
加

し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン

ト
の
国
内
出
荷
台
数（
Ｓ

Ｂ
＋
新
設
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
工
場
向
け
も
含

む
）は
８
基
減（
８
・
３
％

減
）の
８８
基
。３
年
連
続
で

８０
基
を
超
え
た
。

出
荷
台
数
の
底
は
１０
年

（
４８
基
）。

４８

００
年
以
降
は
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
採

用
が
広
ま
り
、都
市
部
を

中
心
に
０５
年
前
後
に
プ
ラ

ン
ト
の
更
新
が
進
ん
だ
。

し
か
し
、耐
震
強
度
偽
装

事
件
に
よ
る
建
築
基
準
法

強
化
に
よ
る
建
築
不
況
、

さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
景
気
低

迷
で
設
備
投
資
意
欲
が
後

退
。需
要
減
に
伴
い
、プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
は
大
手
５

社
体
制
だ
っ
た
の
が
、３

社
体
制
に
縮
小
し
た
。

１１
年
の
東
日
本
大
震
災
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プ
ラ
ン
ト
更
新
が
高
水

プ
ラ
ン
ト
更
新
が
高
水
準準

昨
年

地
方
で
も
需
要
高
ま
る

を
使
用
し
た
。
圧
送
距
離

は
圧
送
車
の
ブ
ー
ム
が
３３

斡
、
４
イ
ン
チ
の
輸
送
管

生
す
る
紙
粉
を
主
原
料
と

し
、
現
場
で
水
を
混
合
す

る
だ
け
で
、
先
行
モ
ル
タ

ル
に
比
べ
使
用
量
が
低
減

で
き
る
材
料
。

デ
モ
で
は
、
主
原
料
に

水
を
加
え
て
撹
拌
す
る
製

造
工
程
か
ら
、
Ｔ
字
管
へ

の
投
入
、
筒
先
で
モ
レ
ス

テ
と
生
コ
ン
の
品
質
を
確

認
し
た
。
呼
び
強
度
２４
、

ス
ラ
ン
プ
９
唖
、
粗
骨
材

最
大
寸
法
２５
亜
の
生
コ
ン

福
井
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

圧
送
業
者
、川
端
工
業（
中

村
光
宏
社
長
）
は
３
日
、

長
岡
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
旧

プ
ラ
ン
ト
（
静
岡
県
伊
豆

の
国
市
）
で
、
先
行
モ
ル

タ
ル
に
代
わ
る
新
商
材

「
モ
レ
ス
テ
」
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
い

た
。
静
岡
の
ほ
か
、
首
都

圏
や
兵
庫
、
群
馬
の
圧
送

業
者
や
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、

生
コ
ン
会
社
な
ど
約
３０
名

が
参
加
し
た
。

モ
レ
ス
テ
は
生
コ
ン
工

場
で
発
生
す
る
脱
水
ケ
ー

キ
と
製
紙
工
場
な
ど
で
発

脱
水
ケ
ー
キ
主
原
料

先
行
モ
ル
タ
ル
代
替
材
で
デ
モ

川端工業

２０１６年１０～１２月期実績
２０１７年１～３月期見通し

生コン業況定期調生コン業況定期調査査

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

が
６０
斡
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

ホ
ー
ス
７
斡
を
用
い
た
総

延
長
１
０
０
斡
（
水
平
換

算
で
約
１
２
０
斡
）。

デ
モ
終
了
後
、
圧
送
業

者
か
ら
「
モ
レ
ス
テ
を
生

コ
ン
の
荷
受
け
口
に
投
入

で
き
な
い
か
」
と
の
質
問

が
あ
り
、中
村
社
長
は「
Ｔ

字
管
や
カ
ー
ブ
な
ど
ド
ッ

キ
ン
グ
部
分
の
継
手
に
投

入
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
た
。
ま
た
、
圧

送
車
の
吐
出
圧
力
な
ど
で

輸
送
管
が
閉
塞
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
販

売
を
行
う
際
に
は
講
習
会

の
受
講
を
条
件
に
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
と
説

明
し
た
。

施
工
者
か
ら
は
モ
レ
ス

テ
が
分
離
し
な
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
や
「
配
管
内

に
残
っ
た
微
量
の
モ
レ
ス

テ
が
生
コ
ン
に
悪
影
響
を

与
え
な
い
か
」
と
い
っ
た

質
問
が
出
た
。
中
村
社
長

は
材
料
分
離
し
な
い
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
こ
れ
か
ら
解
明

す
る
こ
と
、
配
管
内
に

残
っ
た
微
量
の
モ
レ
ス
テ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
材

料
に
着
色
し
て
確
認
す
る

方
法
な
ど
で
確
認
し
て
い

く
と
し
た
。

最
後
に
長
岡
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
宮
本
充
也
社
長

は
、
先
行
モ
ル
タ
ル
は
生

コ
ン
工
場
に
と
っ
て
配
車

効
率
が
悪
化
し
、
か
つ
工

場
に
戻
っ
て
く
る
モ
ル
タ

ル
を
全
量
処
理
し
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
と
し
、

「
モ
レ
ス
テ
が
広
ま
れ
ば

生
コ
ン
工
場
で
も
配
車
効

率
が
向
上
し
、
脱
水
ケ
ー

キ
も
削
減
で
き
る
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
デ
モ
で
は
長
岡

社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
商

材
と
し
て
、
戻
り
コ
ン
や

水
分
の
多
い
土
壌
を
改
質

す
る
瞬
間
吸
水
材
「
セ
ル

ド
ロ
ン
」
や
、
戻
り
コ
ン

に
薬
剤
を
投
入
し
て
骨
材

を
製
造
す
る
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
骨

材
」
を
紹
介
し
た
。
や
ん

ち
ゃ
な
土
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｙ
Ｄ
Ｎ
）
が
、
ｉ
―

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
ア
イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）
の
土
木
工
事
で

試
行
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
た
３
Ｄ
画
像
に

よ
る
設
計
業
務
を
披
露
し

た
。

圧
送
後
の
モ
レ
ス
テ

（
左
）生
コ
ン
と
混
ざ
る

こ
と
は
な
か
っ
た

緩
や
か
な
改
善
続
く
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